
1 

 

 

地域包括ケアに携わる多職種合同研修会 兼 第 57回北空知介護支援専門員連絡協議会研修会 

～ 「顔の見える関係」から「多職種協働」、そして「チーム北空知」へ ～ 

「第２回ケア・カフェきたそらち～お口の話～」開催報告 
 

・日 時 令和元年９月２０日（金）１８：００～２１：３０ 研修会18:00～ 交流会20:10～ 

・場 所 ラ・カンパーニュホテル深川 研修会：２階 青雲の間  交流会：１階 有明の間 

・主 催 北空知地域医療介護確保推進協議会  北空知介護支援専門員連絡協議会 

・参加者 ９１名（事前申込者100名 欠席11名、当日受付２名） 交流会３２名 

（市町別：深川市６３名、妹背牛町７名、秩父別町２名、北竜町７名、沼田町１２名） 

（職種別：看護職１６名、介護支援専門員２０名、保健師９名、ヘルパー９名、リハビリ職６名、 

管理栄養士５名、MSW・SW・相談員５名、事務職４名、薬剤師４名、歯科衛生士４名、 

歯科医師３名、医師２名、その他４名） 

 

・目 的 北空知における地域包括ケアシステムの構築を目指して、地域の保健・医療・介護・福祉の関係機

関・施設・事業所等において、患者や利用者、地域住民の支援に関わる多職種の関係職員が一堂に

会し、互いの役割を確認・共有し、切れ目のない支援・サービスが提供される多職種連携の関係づ

くりを構築するための研修機会とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕事帰りの参加者が続々集ま

り、初参加の方は自由席に戸惑

いながらも着席、９１名に。 

欠席も多く用意した２２卓から

２１卓に落ち着きました。 

新居センター長と薬剤師会の中澤さんから 

お菓子の差し入れが沢山ありました。 
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・第２回研修会は、北空知介護支援専門員連絡協議

会の第５７回研修会を兼ね、「お口の話」をテー

マに開催。会場は、経営者が代わり、本年６月に

オープンした「ラ・カンパーニュホテル深川（旧

プラザホテル板倉）」で開催しました。 

・話題提供は、北空知歯科医会副会長で、北空知介

護支援専門員連絡協議会会長でもある、中神さん

からお話をいただきました。 

・中神さんは、人は誰でも心身が低下する。坂道の

中間に筋力や心身の活力が低下する「フレイル

（虚弱）」と呼ばれる段階があり、適切な介入を

継続すれば健康な状態に戻すこともでき、早めに

気づいて予防することが重要であると指摘。 

・中年期の「メタボ予防」から高齢期の「フレイル

予防」へ、カロリー摂取の考え方をギアチェンジ

する必要がある。「しっかりかんでしっかり食べ

る」ことは生きる原点。ささいな口の衰えが全身

に大きな影響を及ぼすことを理解し、普段の生活

の中に継続性のある対策を取り入れてほしいと、

変化のキャッチと予防の重要性をお話いただきま

した。 

総合司会は多職種合同研修

企画小部会の桑原小部会長 

開会挨拶する運営会議座長

の伊藤さん、初参加です 

今回は北空知歯科医会副会長の中神さんが

「オーラルフレイル」について話題提供 
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大場小部会長から開会挨拶 

GWは各テーブル４人、２１グループで実施 

アンケートから 

・最初は緊張しましたがとても楽しかった。 

・皆でなんでも率直に話し合えたところが良かった 

・現場の話や知らなかった知識（入れ歯洗浄剤）を

得られた。 

・色々な業種の人と話ができ、色々な人々の交流が

楽しかった。 

・話がはずみました。面白い情報を得ることができ

ました。 

・名前は知っていても話すのが初めてという人とお

話しできた。 

・歯関係の方とお話ができ、ためになることができ

ました。 

・苦労があると共有できたこと、また明日から頑張

ろうと思えた。 

・自分では思いもしなかった意見が聞けて良かっ

た、有意義であった 

・自分の職種では知ることがなかった情報を聞くこ

とができた。 

・知らなかったことがたくさん知っている知識に変

わった。 

・義歯洗浄（総義歯・部分義歯）について、施設に

広めたいと感じました。 

・口腔体操を続ける。何もなくても定期健診に行

く。義歯洗浄剤の使い分け。 

・歯を大切にすることは健康で長生きするのにつな

がるということ。できるだけ自分の歯で！ 

・歯科についても相談が大切という意見があった。

小児期はあるのに、なぜ大人になるとないのか、

言われればそのとおりと感じた。 

・職種が違うと目線が違い、本当に気づかされるこ

とがたくさんあった。正直、仕方なく参加した

が、参加して良かった。 

・正しい舌ブラシの使用・洗浄剤や口腔ケアについ

て新しい学びがあった。 

ケア・カフェは、カフェマスターの磵さん（左）と、サブマ

スターの疋田さん（右）のコンビ、絶妙な進行でした 

1人一色、カラフルに模造紙へ自由にメモ書き 

記憶と全体共有の手助けになります 

今回も楽しく賑やかなグループワークになりました 
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～全体共有から～ 
・きざみ食の話と、マウスピースをして寝ること

で、顎関節症を治療する話をした。 

・入れ歯がきちんと洗浄されていない話が出て、部

分入れ歯と総入れ歯の洗浄液が違うこと、間違う

と金属が解けるとの話となった。 

・インプラントは１本10万以上する。そうなる前

に定期的に歯科に行こう、保育園でもお昼に歯磨

きをしてほしい、毎月８日は歯ブラシを交換する

日、歯磨きはいつするのがいいのか、などの話を

した。 

・手磨きでも正しくできれば問題ないが、歯ブラシ

の推奨は電動歯ブラシ、18,000円位して、ヘッド

も交換が必要だが効果的、可能であれば買ってい

ただいて使うことを勧めたい。 

・歯磨きと同様に、ベロを磨くことも必要。歯がな

くてもトンカツを食べられるのか、歯を残すこと

が重要などの話になった。 

・歯医者さんの訪問治療ができるよう、歯科訪問の

専用車ができないかとの話になった。 

 

～参加者の声から～ 
・運営の皆様お疲れ様でした参加できてよかったで

す。ありがとうございました。 

・お菓子をくれた皆様ごちそうさまでした。 

MVS賞受賞者には大谷内賞（ケア・カフェボー

ルペンと中神賞（口腔ケアグッズ）が贈呈 

閉会挨拶する北空知介護支援専門員 

連絡協議会の菅野副会長 

MIVS賞は「部分入れ歯と総入れ歯の洗浄の

違い」の話をした高橋さんと、「訪問歯科専用

車の開発」の話をした宮吉さんに決定 

歯ブラシ選びに音波式電動歯

ブラシを推奨する定岡さん 


